
　

京
都
市
動
物
園
は
１
９
０
３

（
明
治
36
）
年
に
開
園
し
た
日

本
で
２
番
目
に
誕
生
し
た
歴
史

の
あ
る
動
物
園
で
あ
り
、
現

在
の
ゾ
ウ
の
飼
育
施
設
は
、

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
開

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ス

ペ
ー
ス
は
狭
く
老
朽
化
も
し
て

い
ま
す
。
今
唯
一
飼
育
さ
れ
て

い
る
美
都
（
み
と
44
才
メ
ス
）

も
高
齢
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
の
ア
ジ
ア
ゾ
ウ

の
生
息
数
は
約
４
～
５
万
頭

と
少
な
く
（
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
約

58
万
頭
）
絶
滅
の
危
惧
に
あ

り
、
国
内
86
動
物
園
の
う
ち
、

37
園
で
ア
ジ
ア
ゾ
ウ
は
78
頭
、

16
園
で
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
は
37
頭

が
飼
育
さ
れ
て
い
る
だ
け
で

す
。
よ
っ
て
ゾ
ウ
は
希
少
な
野

生
動
植
物
の
国
際
取
引
を
規
制

す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
で
「
絶

滅
の
恐
れ
が
あ
る
種
」
と
し
て

繁
殖
な
ど
学
術
目
的
以
外
の
輸

出
入
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
指
摘
で
広
さ

現
在
の
６
・
１
倍

　

京
都
市
動
物
園
で
は
新
た
な

ゾ
ウ
の
繁
殖
を
目
指
し
、
本
来

群
れ
で
暮
ら
す
ゾ
ウ
の
飼
育
環

境
の
向
上
の
た
め
、
自
民
党
の

指
摘
に
よ
り
当
初
京
都
市
が
提

案
し
て
い
た
面
積
よ
り
も
広
く

な
り
、
現
在
の
約
６
・
１
倍
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
京
都
恩
賜
上
野
動
物

園
、
名
古
屋
市
東
山
動
植
物
園

と
並
ぶ
国
内
最
大
規
模
の
施
設

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
来
園
者
が
ゾ
ウ
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
『
コ
ン
タ
ク

ト
コ
ー
ナ
ー
』
や
『
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
』
も
設
け
ら
れ
ま
す
。

　新「京都市動物園構想」に基づいて『もう
じゅうワールド』『アフリカの草原』『サルワー
ルド』等に引き続き再整備が進められています
京都市動物園において、来年３月にオープンが
予定されている『ゾウの森』にラオス人民民主
共和国から寄贈されるアジアゾウ４頭（メス３
頭・オス１頭）の確保が決定致しました。

状
１
・
５
３
倍
と
な
っ
て
い
る

１
票
の
格
差
は
是
正
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
と
、
１
人
区
（
１

つ
の
選
挙
区
に
議
員
が
１
人
し

　

市
会
改
革
推
進
委
員
会
で

は
、
議
員
定
数
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
、
現

か
い
な
い
状
態
）
は
避
け
る
べ

き
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
全

会
派
の
認
識
が
一
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、

各
会
派
の
代

表
で
検
討
を

行
い
、
自
由

民
主
党
京
都

市
会
議
員
団

は
、
昨
今
の

社
会
情
勢
等

を
勘
案
し
、

４
減
を
提

案
し
ま
し
た

が
、
ほ
か
の

会
派
か
ら
の
賛
同
は
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
各
会
派
の
意
見

が
分
か
れ
た
ま
ま
で
は
、
１
票

の
格
差
の
是
正
が
図
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
自
由
民
主
党
京
都

市
会
議
員
団
は
、
苦
渋
の
決
断

と
し
て
、
上
京
区
と
左
京
区
に

お
い
て
、各
１
議
席
を
減
ら
す
、

２
減
を
提
案
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　

来
年
４
月
に
執
行
さ
れ
る
統

一
地
方
選
挙
の
京
都
市
会
議

員
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
、
定
数

は
、
69
議
席
か
ら
67
議
席
に
な

り
ま
す
。
大
変
厳
し
い
現
状
で

は
あ
り
ま
す
が
、
勇
気
と
決
断

を
も
っ
て
、
議
員
自
ら
が
身
を

切
る
覚
悟
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。ま
た
財
政
健
全
化
の
た
め
、

議
員
報
酬
も
年
10
％
カ
ッ
ト
を

引
き
続
き
実
施
致
し
ま
す
。

議員定数 69　

おこしやす！京へ

繁殖を目指すゾウの森

新
居
「
ゾ
ウ
の
森
」
完
成
予
想
図
（
一
部
）

ラ
オ
ス
か
ら
ゾ
ウ
４
頭
年
内
、
京
都
市

動
物
園
に
寄
贈

１票の格差1.29に是正

自
民
議
員
団
、活
発
な
議
論 

勇
気
と
決
断
！

上
京
、
左
京
で
各
１
減

引
き
続
き
報
酬
10
％
カ
ッ
ト

コ
ン
タ
ク
ト
コ
ー
ナ
ー
完
成
予
想
図

67

議員定数是正　各派の主張

人人

京
都

市
会

　

自
由
民
主
党
京
都
市
会
議
員
団
は
、
か
ね
て
か
ら
課
題
と

な
っ
て
い
た
京
都
市
11
行
政
区
に
お
け
る
一
票
の
格
差
の
是
正

な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
調
整
の
場
で
あ
る
市
会
改
革
推
進
委
員

会
で
慎
重
か
つ
活
発
な
議
論
を
行
い
、
各
会
派
代
表
に
よ
る
討

論
等
を
重
ね
、
議
員
定
数
の
是
正
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
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が
っ
て
地
元
商
店
街
と
連
携
し
た

取
組
を
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
飲
食

店
等
に
よ
る
不
快
な
客
引
き
に
つ

い
て
は
、
京
都
市
の
風
格
と
イ

メ
ー
ジ
を
大
き
く
損
な
う
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、
早
急
に
有
効
な

対
策
が
必
要
で
す
。
今
後
、
早
期

に
外
部
有
識
者
等
の
意
見
を
聴
く

場
を
設
け
、
ま
た
、
豊
島
区
の
取

組
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
京
都

府
警
と
連
携
し
て
十
分
に
検
討
を

進
め
、
市
条
例
の
制
定
も
含
め
た

具
体
的
な
対
応
策
を
こ
の
秋
に
は

お
示
し
で
き
る
よ
う
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

加
藤
盛
司
議
員
（
中
京
区
）

　

加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
路
上

で
の
客
引
き
行
為
は
、
つ
き
ま
と

い
等
の
執
拗
な
行
為
の
場
合
に
は

府
の
迷
惑
行
為
防
止
条
例
で
対
応

出
来
ま
す
が
、
声
掛
け
程
度
で
は

注
意
で
終
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
私
も
地
元
商
店
街
の
方
々
と

一
緒
に
パ
ト
ロ
ー
ル
に
同
行
し
ま

し
た
が
、
去
れ
ば
ま
た
現
れ
る
、

い
た
ち
ご
っ
こ
で
す
。
自
民
党
議

員
団
で
も
先
行
自
治
体
で
あ
る
東

京
都
豊
島
区
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
府
の
条
例
の
規
制
対
象
の
拡

大
を
働
き
掛
け
る
の
か
、
そ
れ
と

も
豊
島
区
方
式
に
よ
り
本
市
が
条

例
を
制
定
す
る
の
か
、
ど
ち
ら
に

せ
よ
一
日
も
早
く
行
政
が
立
ち
上

　

平
成
26
年
５
月
市
会
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
第
81
代
京
都
市
会
議
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、地
方
分
権
改
革
の
進
展
に

伴
い
、議
会
の
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
き
て
お
り
、二
元
代
表

制
の
も
と
、こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政

に
対
す
る
監
視
機
能
や
議
員
自
ら

の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、京
都
市
会
で
は
、

本
年
３
月
に
「
京
都
市
会
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
京
都
市
会
の
あ

る
べ
き
姿
や
目
指
す
べ
き
方
向
性

に
つ
い
て
全
議
員
の
共
通
認
識
を

図
っ
た
う
え
で
、
本
年
４
月
か
ら

「
通
年
議
会
」
を
導
入
し
、
災
害
等

の
突
発
的
事
案
や
緊
急
性
の
あ
る

課
題
に
対
し
、
速
や
か
な
対
応
を

執
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
な
ど
、「
行
動
す
る
議
会
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
議
会
の
権
能
強
化

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
更
な
る
市
政
発
展
の

た
め
、
門
川
市
長
と
し
っ
か
り
と

議
論
を
し
つ
つ
連
携
を
図
り
、
自

民
党
京
都
市
会
議
員
団
を
は
じ
め

と
す
る
市
会
議
員
と
と
も
に
誠
心

誠
意
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
加
藤
議
員
質
疑
３
面
に
続
く
）

髙
橋
泰
一
朗
議
員
（
伏
見
区
）

　

髙
橋
泰
一
朗
議
員
（
質
問
）
市

長
に
と
っ
て
、
山
田
知
事
が
言
わ

れ
る
「
協
働
の
モ
デ
ル
」
と
は
ど

の
よ
う
な
姿
で
あ
る
と
お
考
え

か
、ま
た
、京
都
府
に
お
い
て
「
大

安
心
・
大
交
流
」
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
を
推
進
さ
れ
る
中
で
、
本
市
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
こ
う
と
さ
れ
る
の
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
府
市

協
調
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、

「
明
確
な
役
割
分
担
」
と
「
現
行
制

度
の
限
界
に
挑
戦
す
る
仕
組
み
」

で
あ
る
と
考
え
、
実
践
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
全
国
に
誇
る
府

市
協
調
を
更
に
磨
き
上
げ
て
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
へ
と
進
化
さ
せ
続

け
る
こ
と
こ
そ
が
、
目
指
す
べ
き

協
働
モ
デ
ル
の
姿
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　

知
事
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現
の

上
で
も
、
市
と
し
て
の
主
体
性
を

発
揮
し
、
市
民
生
活
や
ま
ち
づ
く

り
の
現
場
で
直
接
行
政
を
行
う
基

礎
自
治
体
し
か
持
ち
得
な
い
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
更
に
は
市
民
や

事
業
者
の
声
を
し
っ
か
り
反
映
さ

せ
、
真
に
市
民
・
府
民
の
た
め
の

施
策
と
な
る
よ
う
、
役
割
を
積
極

的
に
果
た
し
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
は

　

髙
橋
泰
一
朗
議
員
（
質
問
）
い

わ
ゆ
る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
」
は
、
ど
の
よ
う
な
計

画
に
し
て
い
こ
う
と
さ
れ
て
い
る

の
か
、
現
役
の
み
な
ら
ず
、
将
来

の
子
育
て
家
庭
に
と
っ
て
、
重
大

な
関
心
事
で
あ
る
安
心
で
安
全
な

保
育
の
提
供
に
、
ど
の
よ
う
な
良

策
が
あ
る
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ

い
。

　

門
川
大
作

市
長（
答
弁
）

こ
れ
ま
で
築

き
上
げ
て
き

た
京
都
の
優

れ
た
幼
児
教

育
・
保
育
の

水
準
を
最

大
限
に
活
か

し
、
質
の
向

上
及
び
量
的

拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、

保
護
者
の
皆

様
に
安
心
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
具
体
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
内
容
や
確
保
の

方
策
を
定
め
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
を
策
定
い
た
し
ま

す
。

子
ど
も
健
全
育
成

体
験
活
動
の
充
実

　

髙
橋
泰
一
朗
議
員
（
質
問
）
こ

れ
ま
で
本
市
で
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
実
践
を
踏
ま
え
、
教
育
活
動

の
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
文

化
、
産
業
、
自
然
そ
し
て
人
な
ど

京
都
の
ま
ち
が
有
す
る
様
々
な
財

産
を
活
用
し
た
体
験
活
動
の
よ
り

一
層
の
充
実
が
、
こ
れ
か
ら
の
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に

重
要
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

　

生
田
義
久
教
育
長
（
答
弁
）
今

後
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び

と
育
ち
の
た
め
、
学
校
運
営
協
議

会
に
つ
い
て
、
本
年
度
中
に
全
小

学
校
で
設
置
を
め
ざ
し
、
そ
の
取

組
の
中
で
、
伝
統
文
化
や
産
業
、

自
然
な
ど
、
京
都
な
ら
で
は
の
豊

か
な
教
育
環
境
を
最
大
限
に
生
か

し
た
体
験
活
動
の
一
層
の
充
実
を

図
り
、
心
身
共
に
逞
し
く
思
い
や

り
の
心
溢
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

路
上
客
引
き
行
為
に
対
策
を

路
上
客
引
き
行
為
に
対
策
を

大
安
心
と
大
交
流
の
時
代
に

大
安
心
と
大
交
流
の
時
代
に

支援事業計画の策定が期待される保育園（伏見区の保育園で、プール遊び）

府
市
協
調
の
進
化
へ

主
体
性
を
発
揮
、
役
割
担
う

市
条
例
制
定
も
視
野

秋
ま
で
に
具
体
策
目
指
す

髙橋泰一朗議員の質問項目

加藤盛司議員の質問項目

・大安心・大交流の時代構築

・少子高齢化の時代に対応した保育園業務の充実

・子どもたちの健全育成に向けた取組について

・空き家対策

・下水道資源の有効活用

・府市における二重行政解消の取組

・ごみ屋敷解消を目指した条例の制定

・路上における客引き行為禁止条例

・いじめ防止に向けた取組

・祇園祭後まつりの復興の取組

通年議会の導入により、
「行動する市会」に

第
81
代
京
都
市
会
議
長

中
村
三
之
助

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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加
藤
盛
司
議
員
（
質
問
）
祇
園

祭
は
交
通
渋
滞
の
緩
和
等
を
目
的

に
、
巡
行
経
路
の
変
更
や
前
祭
と

後
祭
の
合
同
化
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
山
鉾
連
合
会
理
事
長
に
吉

田
孝
次
郎
氏
が
就
任
さ
れ
、
後
祭

の
復
興
の
議
論
を
呼
び
か
け
ら
れ

た
と
こ
ろ
、
１
５
０
年
ぶ
り
に
復

帰
す
る
大
船
鉾
と
併
せ
、
門
川
市

長
も
全
面
支
援
さ
れ
、
本
来
の
祇

園
祭
の
姿
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

後
祭
は
前
祭
に
比
べ
落
ち
着
い

た
祭
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

夏
休
み
に
入
っ
た
直
後
の
祭
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
親
子
で
一
緒
に

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
め
る
利
点
が

あ
り
、
大
船
鉾
の
復
帰
と
合
わ
せ

て
新
た
な
観
光
資
源
と
も
言
え
ま

す
。
７
月
１
日
の
吉
符
入
り
ま
で

あ
ま
り
時
間
が
な
く
、
出
来
る
こ

と
も
限
ら
れ
ま
す
が
、
後
祭
復
興

の
更
な
る
取
組
に
つ
い
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。

　

藤
田
裕
之
副
市
長
（
答
弁
）
前

祭
と
は
違
っ
た
風
情
の
後
祭
を
多

く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
市
民
し
ん
ぶ
ん
特
集
号
の
発

行
や
、
旅
行
業
者
等
と
も
連
携
し

た
全
国
主
要
駅
や
雑
誌
等
に
お
け

る
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
を
す
る
と
と
も

に
、
お
囃
子
体
験
や
宵
山
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
等
、
親
子
が
一
緒
に
楽

し
め
る
取
組
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
を
代
表
す
る
祭
で
あ
る

祇
園
祭
を
通
じ
、
京
都
の
地
域
に

息
づ
く
祭
り
や
伝
統
行
事
の
大
切

さ
を
再
認
識
し
、
将
来
に
し
っ
か

り
と
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
伝
統

産
業
や
商
店
街
な
ど
の
商
業
振
興

に
も
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

（
２
面
か
ら
続
き
）

山
元
あ
き
．議
員
（
右
京
区
）

　

山
元
あ
き
．議
員（
質
問
）
日
本

全
国
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
最
終

処
分
場
の
容
量
に
つ
い
て
の
不
安

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る
な

か
、
一
般
廃
棄
物
を
は
る
か
に
上

回
る
大
量
の
産
業
廃
棄
物
の
減
量

化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
、
市
内
域
で
発
生
す
る
産
業
廃

棄
物
の
発
生
量
や
そ
の
処
理
に
つ

い
て
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握

さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
で

取
り
組
ん
で
い
く
お
つ
も
り
な
の

か
、
お
答
え
下
さ
い
。

　

塚
本
稔
副
市
長
（
答
弁
）
今
年

度
は
市
内
の
産
業
廃
棄
物
の
処
理

状
況
等
を
実
態
調
査
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

来
年
度
に
は
処
理
指
導
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
一

方
、
産
業
廃
棄
物
の
発
生
量
が
一

般
廃
棄
物
の
約
８
倍
に
も
上
る
た

め
、
全
国
的
に
最
終
処
分
場
の
残

存
容
量
が
ひ
っ
迫
し
て
お
り
、
と

り
わ
け
本
市
を
含
め
た
大
都
市
で

は
最
終
処
分
場
の
確
保
に
苦
慮
し

て
お
り
ま
す
。今
後
、更
に
減
量
・

リ
サ
イ
ク
ル
を
推
し
進
め
、
埋
立

処
分
量
の
一
層
の
削
減
を
図
る
と

と
も
に
、
中
長
期
的
な
最
終
処
分

場
の
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
広

域
的
な
観
点
か
ら
、
国
や
近
畿
の

自
治
体
、
民
間
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
り
、
最
終
処
分
場
の
安
定
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災
機
能
強
化
の

学
校
体
育
館
整
備

　

山
元
あ
き
．議
員（
質
問
）
太
秦

小
学
校
の
体
育
館
整
備
事
業
の
計

画
や
整
備
内
容
、
ま
た
、
今
後
の

全
市
に
お
け
る
防
災
機
能
強
化
型

の
体
育
館
整
備
に
つ
い
て
の
取
組

方
針
を
お
答
え
下
さ
い
。

　

生
田
義
久
教
育
長
（
答
弁
）
本

市
の
学
校
体

育
館
は
昭
和

40
年
代
に
建

築
さ
れ
た
も

の
が
多
く
、

平
成
35
年
に

は
築
40
年
を

経
過
す
る
施

設
が
１
０
０

棟
を
超
え
る

こ
と
か
ら
、

老
朽
化
対
策

と
防
災
機
能

の
強
化
に
向

け
学
校
体
育

館
の
改
築
及

び
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
一

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

整
備
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、

全
面
改
築
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
併

せ
て
、
蓄
電
池
付
太
陽
光
発
電
機

を
設
置
し
、
災
害
時
の
電
源
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
外
壁
等
の
断

熱
化
を
行
い
、
館
内
の
温
度
環
境

の
改
善
を
図
る
ほ
か
、
市
内
産
木

材
の
積
極
的
な
活
用
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
化
等
、
環
境
に
も
最
大
限
配
慮

し
た
計
画
と
し
て
お
り
ま
す
。
本

年
度
か
ら
改
築
に
向
け
て
の
事
業

に
着
手
し
、
大
規
模
校
で
あ
る
現

状
を
踏
ま
え
た
敷
地
の
有
効
活
用

も
検
討
し
な
が
ら
、
平
成
28
年
度

末
完
成
を
目
指
す
計
画
で
あ
り
ま

す
。

今
後
の
産
業
廃
棄
物
対
策
は

今
後
の
産
業
廃
棄
物
対
策
は

山元あき．議員の質問項目

さらなる安心安全な整備が望まれる小学校体育館（太秦小）

三条通を巡行する後祭の浄妙山（明治38年高倉通付近、資料）

最
終
処
分
場
の
確
保

国
、
自
治
体
、
民
間
と
連
携

祇
園
祭 

後
祭
復
興
に
期
待

５　　月
定例市会
（5月21日）

代 表 質 問

・東京オリンピック・パラリンピック開催を
契機にした中高生に対する競技スポーツ
施策の充実
・地域水道事業の今後
・産業廃棄物の処理問題
・小中学校の体育館整備

市政のリーダーシップ  自民党市会議員団
市会改革
推進委員会

常　　任　　委　　員　　会 市会運営委 特　　別　　委　　員　　会
経済総務 くらし環境 教育福祉 まちづくり 交通水道消防 予算　　決算

委 員 長 寺田かずひろ 田中　明秀 山元　あき. 加藤　盛司 津田　大三
副委員長 椋田　隆知 しまもと京司 さくらい泰広 ①下村あきら ②中川　一雄 ③　　　　　

自 民 党

加藤　盛司 井上与一郎 香川佐代子 加藤　盛司 大西　　均 津田　大三 加藤　盛司 井上与一郎 香川佐代子 大西　　均
田中　明秀 内海　貴夫 繁　　隆夫 髙橋泰一朗 小林　正明 富　きくお さくらい泰広 内海　貴夫 加藤　盛司 さくらい泰広
津田　大三 中村三之助 しまもと京司 田中　明秀 さくらい泰広 橋村　芳和 しまもと京司 繁　　隆夫 小林　正明 髙橋泰一朗
寺田かずひろ 西村　義直 𠮷井あきら 寺田かずひろ 下村あきら 山元　あき. 椋田　隆知 しまもと京司 田中　明秀 津田　大三
富　きくお 椋田　隆知 山本　恵一 中川　一雄 山本　恵一 下村あきら 寺田かずひろ 富　きくお
山本　恵一 𠮷井あきら 西村　義直 中川　一雄 中村三之助
𠮷井あきら 椋田　隆知 山元　あき. 橋村　芳和

𠮷井あきら 山本　恵一

＊市会運営委員会の加藤盛司、𠮷井あきらは理事
＊予算決算特別委員会の副委員長欄の○内数字は分科会

「常任委員会の議論と取組」４面に特集

政 策 委 員 長 西村　義直
監　 査　 委　 員 小林　正明
都市計画審議会委員 大西　　均 加藤　盛司 小林　正明 中川　一雄
人 権 擁 護 委 員 下村あきら 田中　明秀 山本　恵一
関西広域連合議会議員 井上与一郎

自民党議員団の所属委員会

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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（上京区）
中村三之助

（山科区）
富　きくお

（上京区）
寺田かずひろ

（下京区）
下村あきら

（西京区）
西村　義直

（左京区）
大西　　均

（北区）
小林　正明

（伏見区）
橋村　芳和

（中京区）
加藤　盛司

（右京区）
井上与一郎

（伏見区）
繁　　隆夫

（伏見区）
髙橋泰一朗

（山科区）
𠮷井あきら

（中京区）
香川佐代子

（東山区）
内海　貴夫

（左京区）
さくらい泰広○

（中京区）
津田　大三

（伏見区）
中川　一雄

（北区）
山本　恵一

（西京区）
田中　明秀◎

（右京区）
山元　あき.◎

（南区）
しまもと京司○

（南区）
椋田　隆知○

経済総務委員会では、市民生活に直結す
る地域経済や、中小企業や農林業をはじ
めとする地場産業、また、京都の顔であ
る観光、さらには京都市全体の行財政や
市有財産の活用等、部局を横断する総合
企画について議論しています。

教育福祉委員会では、待機児童解消を目
指した保育所整備や子育て支援、高齢者や
障害者福祉、生活保護の適正化について、
また子どもたちが安心安全に学べる教育
環境の充実、児童・生徒の健全育成、「い
じめ」の根絶に向けて議論しています。

くらし環境委員会では、私たちの生活に直結す
る区役所行政全般や、市民生活の安心安全の向
上、文化・スポーツのさらなる振興に加えて、全
社会的な環境・エネルギー問題やゴミの減量・
有効活用など、文化首都京都市としてよりよい
市民生活のために全力活動しています。

都市計画局と建設局を所管するまちづくり委
員会では、都市格向上のための「歴史的街並
保全」、「公共交通と歩行者優先のまちづく
り」、「空き家対策」、また市民の命、安心、安
全を守るための「公共事業の推進」などにつ
いて様々な角度から議論しております。

交通水道委員会では、市バスICカード
システムの導入・普及啓発、地下鉄の乗
客・安全対策、塩小路幹線・山科三条雨
水幹線などの浸水対策、四条消防出張所
移転整備等、消防体制の充実について議
論してまいります。

経済総務委員会

教育福祉委員会

くらし環境委員会

まちづくり委員会 交通水道消防委員会

　

市
会
の
各
種
委
員
会
は
、
常
任
委
員
会
の
ほ
か
に
市
会
運
営
委
員
会

（
市
会
内
部
の
連
絡
交
渉
、
そ
の
他
の
議
事
運
営
）、
市
会
改
革
推
進
委
員

会
（
監
視
機
能
の
強
化
、
政
策
立
案
機
能
の
充
実
と
市
民
に
開
か
れ
た
市

会
の
推
進
）、
及
び
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
議
会
閉
会
中
の
常
任
委
員
会
は
、
毎
月
第
２
、４
週
を
基
本
に
経

済
総
務
委
員
会
を
月
曜
、
く
ら
し
環
境
委
員
会
を
火
曜
、
教
育
福
祉
委
員

会
を
水
曜
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
木
曜
、
交
通
水
道
消
防
委
員
会
を
金

曜
に
開
会
し
て
い
ま
す
。

自 由 民 主 党 京 都 市 会 議 員 団

常任委員会の議論と取組

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

自由民主党
京都市会議員団

〒604-8571
京都市中京区
河原町御池

jimin3@nifty.com 
FAX.257-3091

氏
名
の
◎
は
委
員
長

　
　
　

○
は
副
委
員
長

平成26年6月16日（４）自由民主党京都市会議員団ニュース第46号
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大豆油インキを使用しています。


